
　主要教科　　［　　　図画工作・美術 ]

524 E14

大日本絵画 福音館書店

　採　択　基　準 基 本 観 点
１　学習指導要領に
　示す目標に沿い、
　その内容を適切に
　取り上げているこ

　と。

(1)　教科の目標達成
　 に必要な内容

  
(1)　発達段階のめ
　 やす(注1)

(2)　障害の状態、
　 発達段階及び特性
　 などへの配慮

(1)  生活経験や興味

   ・関心への配慮

(2)  主体性や創造性

　 思考力、判断力、

　 表現力等の育成

(1)　系統性・発展性

(2)　全体の分量

(1)　文字、文章、
　 挿絵

(2)　図表、写真等
　 の資料

(1)　色使い、ページ
　　レイアウトなど

(2)　文字の大きさ、
　 字間、行間

(3)　用紙、製本、
　 表紙

　　　　図書コード・書　　名 びっくりいろあそび
かがくのとも傑作集

しんぶんしでつくろう

　　　　発　行　者・著　　者 チャック・マーフィー よしだ　きみまろ

900円

　色に注目した内容から色そのものに
豊かに関わることができる。しかけが
あることにより、造形的な視点や想像
力を養うことができる。

関連教科（外国語）

　身近な素材である新聞紙を用いて、
ものが形を変えるおもしろさを感じた
り、ものを使って遊ぶ楽しさを経験す
ることができる。

関連教科（生活）

２　内容の程度が、

　児童生徒の発達段

　階に適応している

　こと。

Ａ・Ｂ　段階 Ａ・（Ｂ）　段階

　色の名称は、日本語と英語の両方で
示されているので発達段階に応じて活
用できる。
　しかけは「めくる」「引っ張る」の
2つの動作で見ることができる。

　本を見て楽しむだけでなく、実際に
作ってみる中で、聴覚や触覚等を合わ
せて体感することが大切である。

 判型・ページ数・価格
17×17.4㎝ 10ページ 1,760円 26×23cm 28ページ 

４  内容の構成・配

　列・分量が、学習

　指導を有効に進め

　る上で適切である

　こと。

　色が主題となっていることから、身
のまわりの物の色に注目したやりとり
に発展できる。

　発達の状況に応じて、こわす活動か
らつくる活動まで幅広く対応できる。
　順序だてて学習を進めることができ
る

　各ページに色と対応した生き物が示
されていて、簡潔な内容である。

　年間を通して使用できる。

３　内容の選択及び

　扱いが、学習指導

　を進める上で適切

　であること。

　身近な色と生き物が登場するので親
しみやすい内容である。

　つかむ・ひっぱる等の基本的な手指
の動きからちぎる・まるめる等のやや
複雑な動きまで含んでおり、ダイナ
ミックな活動も多く取り上げている。

　めくったり引っ張ったりすることに
より、生き物の絵が飛び出すしかけが
あるので、主体的に読み進めていくこ
とができる。

　やぶる・ちぎるという活動はだれで
も取りつきやすく、進んで向かおうと
する気持ちを喚起できる

５　表記・表現が正

　確かつ適切である

　こと。

　英語・ひらがな・カタカナが用いら
れている。発音のアクセントになる部
分は、太字で強調されている。

　親しみやすい絵を中心に、短い文章
で様子を説明している。
　作り方の説明は、図解と適切に対応
している。

　使用されていない。 　使用されていない。

　一般的なしかけ絵本同様の製本方法
である。しかけを保護するために、各
ページに不織布が挟まれている。

　製本はしっかりしている。表紙は厚
紙を使用し、堅ろうである。

備　　　　　考

(発　 行　 年)

(Ｈ９）

　領域・教科を合わせた指導形態にお
いても使用することができる

　　　　　　　　（Ｈ元）

６　体裁や造本が適

　切であること。

　背景は、白地または黒地で見やす
い。レイアウトも全ページで統一され
ている。

　色彩が豊かで、印刷も鮮明である。

　英語は大きく、ひらがな・カタカナ
は８ポイント程度の文字が使用されて
いる。

  本文は３号活字で書かれている。作
り方の説明は９ポイント活字でやや小
さい
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　主要教科　　［　　　図画工作・美術 ]

G07 556

学習研究社 童心社

　採　択　基　準 基 本 観 点
１　学習指導要領に
　示す目標に沿い、
　その内容を適切に
　取り上げているこ

　と。

(1)　教科の目標達成
　 に必要な内容

  
(1)　発達段階のめ
　 やす(注1)

(2)　障害の状態、
　 発達段階及び特性
　 などへの配慮

(1)  生活経験や興味

   ・関心への配慮

(2)  主体性や創造性

　 思考力、判断力、

　 表現力等の育成

(1)　系統性・発展性

(2)　全体の分量

(1)　文字、文章、
　 挿絵

(2)　図表、写真等
　 の資料

(1)　色使い、ページ
　　レイアウトなど

(2)　文字の大きさ、
　 字間、行間

(3)　用紙、製本、
　 表紙

　　　　図書コード・書　　名
あそびのおうさまＢＯＯＫ

はじめてぬるほん
とことこえほん

まるまる　ころころ

　　　　発　行　者・著　　者 ＬａＺｏｏ
 得田之久・文
織茂恭子・絵

 800円

　親しみやすい動物、果物、植物等を
題材にして、楽しみながら「塗る」技
能を高めることができる。

関連教科（生活）

　様々な色の丸が組み合わさり、次々
に身近な物が現れる校正になっており
読み聞かせを通して、色や形の組み合
わせを発見したり楽しんだりして色・
形に親しむことができる。

関連教科（国語、生活)

２　内容の程度が、

　児童生徒の発達段

　階に適応している

　こと。

Ａ・（Ｂ）　段階 Ａ・（Ｂ）　段階

　大きくわかりやすい絵で、描くスペース
も広くとられていることから、描く、塗
る、線を引くなどの活動に楽しく取り組む
ことができる。
　巻末に「なんでも　なんどもかこうボー
ド」が付けられており繰り返し使用でき
る。

　一つの丸の展開を追って楽しむこと
ができる。また、擬声語、擬態語など
が多く使われ、言葉のリズムを楽しむ
ことができる。

 判型・ページ数・価格
21×29.2cm  79ページ  850円 18.7×21cm  28ページ

４  内容の構成・配

　列・分量が、学習

　指導を有効に進め

　る上で適切である

　こと。

　題材を模写したり、参考にしたりし
て集団で作品を仕上げるなど発展的に
活用できる。
　作品を仕上げる過程の中で、題材の
名前を覚え言ったり書いたりできる。

　身近な物が扱われており、それらの
名前や、色・形の名前に親しんだり、
覚えたりすることができる。絵本のイ
メージをもとにして、切り抜いた丸を
組み合わせていろいろな物を作ること
を楽しんだりできる。

年間を通して使用できる。 　繰り返し読み聞かせたり、絵本を元
にした遊びに発展させることにより、
年間を通して使用することができる

３　内容の選択及び

　扱いが、学習指導

　を進める上で適切

　であること。

　馴染みのある動物、昆虫、植物等の
絵が取り上げられ、興味関心を持って
活動に取り組むことができる。

　ぶどう・てんとうむしなど身近な物
が、鮮やかな色調で大きく描かれてお
り、興味・関心をもたせることができ
る。

　大きくわかりやすい絵が使われてお
り、自分で描き方等を様々に工夫して
活動に取り組むことができる。

　ページをめくるたびに、様々な色の
丸が組み合わさって身近な物になるの
で、想像したり期待感をもったりする
ことができる。

５　表記・表現が正

　確かつ適切である

　こと。

　親しみやすい絵で文字はすべてひら
がなで書かれている。

　鮮やかな色調で親しみやすい絵（貼
り絵）が中心で、ひらがなの短い文章
（１～２行）が添えられている。

　絵が大きく見やすい 　使用されていない。

　製本はしっかりしている 　表紙は２mmの厚紙を使用している。

備　　　　　考

(発　 行　 年)

（Ｈ11） （Ｈ19）

６　体裁や造本が適

　切であること。

　絵は柔らかい色調である 　多色刷りである。

　文字は１号活字、３号活字が使用さ
れている

　見字は、20ポイント活字が使用され
ている。行間は５mmである。
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O01 O02

学習研究社 学習研究社

　採　択　基　準 基 本 観 点
１　学習指導要領に
　示す目標に沿い、
　その内容を適切に
　取り上げているこ

　と。

(1)　教科の目標達成
　 に必要な内容

  
(1)　発達段階のめ
　 やす(注1)

(2)　障害の状態、
　 発達段階及び特性
　 などへの配慮

(1)  生活経験や興味

   ・関心への配慮

(2)  主体性や創造性

　 思考力、判断力、

　 表現力等の育成

(1)　系統性・発展性

(2)　全体の分量

(1)　文字、文章、
　 挿絵

(2)　図表、写真等
　 の資料

(1)　色使い、ページ
　　レイアウトなど

(2)　文字の大きさ、
　 字間、行間

(3)　用紙、製本、
　 表紙

　　　　図書コード・書　　名 ぬって はって

　　　　発　行　者・著　　者 ＬａＺｏｏ ＬａＺｏｏ

 950円

　親しみやすい動物、果物、植物等を
題材にして、楽しみながら「塗る」技
能を高めることができる。

関連教科（国語、生活）

　切る、貼る活動を中心に親しみやす
い動物、昆虫、植物等を題材にして、
楽しみながら技能を高めることができ
る。

関連教科（国語、生活）

２　内容の程度が、

　児童生徒の発達段

　階に適応している

　こと。

Ａ・Ｂ　段階 Ａ・Ｂ　段階

　大きくわかりやすい絵で描くスペー
スも適当である。塗る、描く、線を引
く等創意を生かして活動できるよう工
夫されている。同シリーズの「はじめ
てぬるほん」に比べやや細かな操作性
が求められる内容となっている。

　大きくわかりやすい絵で興味が持て
る。
　切り貼りする部分も適当な大きさで
あり、特性に応じて創意を生かしなが
ら基本的な技能を高めることができ
る。

 判型・ページ数・価格
21×29.2cm  127ページ  950円 21×29.2cm  127ページ

４  内容の構成・配

　列・分量が、学習

　指導を有効に進め

　る上で適切である

　こと。

　題材を模写したり、参考にしたりし
て集団で作品を仕上げるなど発展的に
活用できる。
　作品を仕上げる過程の中で、題材の
名前を覚え言ったり書いたりできる。

　題材を模写したり、参考にしたりし
て集団で作品を仕上げるなど発展的に
活用できる。
　作品を仕上げる過程の中で、題材の
名前を覚え言ったり書いたりできる。

　年間を通して使用できる。
　
　

　年間を通して使用できる。
　
　

３　内容の選択及び

　扱いが、学習指導

　を進める上で適切

　であること。

　馴染みのある動物、昆虫、植物等の
絵が取り上げられ、興味関心を持って
活動に取り組むことができる。

　馴染みのある動物、昆虫、植物等の
絵が取り上げられ、興味関心を持って
活動に取り組むことができる。

　大きくわかりやすい絵が使われてお
り、自分で描き方等を様々に工夫して
活動に取り組むことができる。

　親しみやすい絵が使われており、自
分で工夫をしながら貼る活動に取り組
むことで創造性を高めることができ
る。

５　表記・表現が正

　確かつ適切である

　こと。

　親しみやすい絵で文字はすべてひら
がなで書かれている。

　親しみやすい絵で文字はすべてひら
がなで書かれている。

　絵が大きく見やすい。 　絵が大きく見やすい。

　製本はしっかりしている。 　製本はしっかりしている。

備　　　　　考

(発　 行　 年)

（Ｈ９） （Ｈ10）

６　体裁や造本が適

　切であること。

　絵は柔らかい色調である 　絵は柔らかい色調である

　文字は１号活字、３号活字が使用さ
れている。

　文字は１号活字、４号活字が使用さ
れている。
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A06 A07

岩崎書店 岩崎書店

　採　択　基　準 基 本 観 点
１　学習指導要領に
　示す目標に沿い、
　その内容を適切に
　取り上げているこ

　と。

(1)　教科の目標達成
　 に必要な内容

  
(1)　発達段階のめ
　 やす(注1)

(2)　障害の状態、
　 発達段階及び特性
　 などへの配慮

(1)  生活経験や興味

   ・関心への配慮

(2)  主体性や創造性

　 思考力、判断力、

　 表現力等の育成

(1)　系統性・発展性

(2)　全体の分量

(1)　文字、文章、
　 挿絵

(2)　図表、写真等
　 の資料

(1)　色使い、ページ
　　レイアウトなど

(2)　文字の大きさ、
　 字間、行間

(3)　用紙、製本、
　 表紙

　　　　図書コード・書　　名
あそびの絵本６
ねんどあそび

あそびの絵本７
クレヨンあそび

　　　　発　行　者・著　　者 長島克夫　他２名 長島克夫

1,300円

　紙粘土ややきもの粘土を使用して、
粘土の特質を生かして、自由にイメー
ジをふくらませてのびやかな造形表現
をすることができる。

関連教科（生活）

　クレヨンを使って太い線、細い線を
書いたり、色に関心をもって同じ色
や、いろいろな色を並べたりすること
ができる。

関連教科（生活）

２　内容の程度が、

　児童生徒の発達段

　階に適応している

　こと。

Ａ・Ｂ　段階 Ａ・Ｂ　段階

　失敗や成功の体験を通して、新しい
発見を問いかけることが大切である。

　クレヨンに興味を持って、細い線、
太い線を書くことができるように配慮
して楽しく色遊びをさせることが大切
である。

 判型・ページ数・価格
24.7×21.6cm 27ページ  1,300円 24×21cm  27ページ 

４  内容の構成・配

　列・分量が、学習

　指導を有効に進め

　る上で適切である

　こと。

　特に系統的な編集はされていない。 　初歩的な遊び方から徐々に高度化さ
れているので、実態に応じた遊びに発
展させることができる。

　全体的に内容が少ない。 　生活経験と関連させながら学習でき
るので年間を通して使用できる。図工
科の他の領域との時間配分に考慮。

３　内容の選択及び

　扱いが、学習指導

　を進める上で適切

　であること。

　手全体を使い形を自由につくる楽し
さを味わう中で、ものを作る喜びを味
わうことが大切である。

　明るい色が多く使われているので、
クレヨンで描くことの楽しさがあり、
後半は日常生活で見る物も出てきて興
味を持たせることができる。

　粘土で遊びながら、イメージを拡大
するという想像的思考を深めることが
できる。

　直線曲線で描くことによって、いろ
いろな形になり、想像性、思考力を高
めることができる。

５　表記・表現が正

　確かつ適切である

　こと。

　文字は見出しは大きく表記されてい
るが、工程説明の文字はやや小さすぎ
る。

　絵が簡単で分かりやすい。

　効果的で分かりやすい。 　色彩は明るい。

　用紙は丈夫である。表紙は厚紙を使
用している。

　用紙は丈夫である。表紙は厚紙を使
用している。

備　　　　　考

(発　 行　 年)

（Ｓ56）

　全体に初歩的でだれにでも楽しくで
きるようになっている。

               (Ｓ56)

６　体裁や造本が適

　切であること。

　印刷は鮮明で、絵と文字も調和して
いる。

　実物と似た色で表現されていて、
バックとの調和もとれている。

　文字は見出しは２号活字で、工程説
明の文字が９ポイント活字で読みにく
い。

　絵は、はっきりと分かり、題材の字
は１号活字で書かれているが、図案下
の説明は６ポイントで見にくい。
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A08 A17

岩崎書店 岩崎書店

　採　択　基　準 基 本 観 点
１　学習指導要領に
　示す目標に沿い、
　その内容を適切に
　取り上げているこ

　と。

(1)　教科の目標達成
　 に必要な内容

  
(1)　発達段階のめ
　 やす(注1)

(2)　障害の状態、
　 発達段階及び特性
　 などへの配慮

(1)  生活経験や興味

   ・関心への配慮

(2)  主体性や創造性

　 思考力、判断力、

　 表現力等の育成

(1)　系統性・発展性

(2)　全体の分量

(1)　文字、文章、
　 挿絵

(2)　図表、写真等
　 の資料

(1)　色使い、ページ
　　レイアウトなど

(2)　文字の大きさ、
　 字間、行間

(3)　用紙、製本、
　 表紙

　　　　図書コード・書　　名
あそびの絵本８
紙ねんどあそび

あそびの絵本17
えのぐあそび

　　　　発　行　者・著　　者 長島克夫  長島克夫

 1,300円

　粘土をこねたりちぎったりのばした
り丸めたりして簡単な形や人形、動物
などを作ることができ、自分や友だち
の作品を大切にすることができる。

関連教科（生活）

　絵の具の性質を使っておもしろい遊
びをしたり、自由に絵をかいたり型お
しを楽しむことができる。

関連教科（生活）

２　内容の程度が、

　児童生徒の発達段

　階に適応している

　こと。

Ａ・Ｂ　段階 Ａ・Ｂ　段階

　粘土で十分遊ばすことにより、手指
の動きを豊かにし、言葉かけなどによ
り工夫して作っていくことが大切であ
る。

　絵の具の特性のおもしろさを十分に
楽しませ、遊ばせることが大切であ
る。

 判型・ページ数・価格
24.6×21.4cm  28ページ 1,300円 24.5×21.5cm  27ページ

４  内容の構成・配

　列・分量が、学習

　指導を有効に進め

　る上で適切である

　こと。

　身近な作品（人形など）を作ってい
く中で、工夫によりいろいろな作品へ
と発展し、それを使った遊びへと変化
していける。

　塗るために指、筆、スポンジ、きり
ふき、ストローなどの身近なものが利
用できることを発見する喜びへとつな
がる。

　粘土を作る段階から作品を作る段階の中で創造性を伸ばし
ていくためにも、じっくりと取りあげることが必要であり年
間を通して使用できる。

　絵の具を使ってのいろいろな方法が
書いてあるので、年間を通して使用で
きる。

３　内容の選択及び

　扱いが、学習指導

　を進める上で適切

　であること。

　粘土を作る段階から取り組むことに
より興味・関心ができ、作品で部屋を
飾ったり遊んだりして生活に生かすこ
とができる。

　他の教科との関連においても経験を
豊かにし、興味・関心を持たせる。

　遊びの中から出来た形で考えたり、
考えたことを形に表していくことによ
り想像性・思考力を伸ばしていくこと
ができる。

　自分でやってみようとすることで自
主性を育て、どうなるか考えさせるこ
とにより思考を深めることができる。

５　表記・表現が正

　確かつ適切である

　こと。

　文章や絵については具体的で分かり
やすい。

　絵は具体的に描かれている。

　図は分かりやすく示されている。 　使用されていない。

　用紙は厚紙を使用している。表紙は
堅ろうである。

　製本はしっかりしている。表紙は厚
紙を使用し、堅ろうである。

備　　　　　考

(発　 行　 年)

　作品を部屋に飾り楽しめる。

　　　　      　(Ｓ55) （Ｓ55）

６　体裁や造本が適

　切であること。

　分かりやすく印刷されている。 　絵は明るい色彩である。

　説明文の文字の大きさは５号活字で
小さい。

　見出しは大きく他の字は４号・６号
活字が使われている。
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A23 A04

岩崎書店 ポプラ社

　採　択　基　準 基 本 観 点
１　学習指導要領に
　示す目標に沿い、
　その内容を適切に
　取り上げているこ

　と。

(1)　教科の目標達成
　 に必要な内容

  
(1)　発達段階のめ
　 やす(注1)

(2)　障害の状態、
　 発達段階及び特性
　 などへの配慮

(1)  生活経験や興味

   ・関心への配慮

(2)  主体性や創造性

　 思考力、判断力、

　 表現力等の育成

(1)　系統性・発展性

(2)　全体の分量

(1)　文字、文章、
　 挿絵

(2)　図表、写真等
　 の資料

(1)　色使い、ページ
　　レイアウトなど

(2)　文字の大きさ、
　 字間、行間

(3)　用紙、製本、
　 表紙

　　　　図書コード・書　　名
あそびの絵本23
えかきあそび

あそびのひろば
はりえあそび

　　　　発　行　者・著　　者  長島克夫  寺門保夫

 1,200円

　色に関心を持ち、同色や色の違いが
分かったり、事物の色や形に着目して
描くことができる。

関連教科（生活）

　身近な材料を使い、ちぎったり、
きったり、はったりして、はり絵や工
作をすることができる。

関連教科（生活）

２　内容の程度が、

　児童生徒の発達段

　階に適応している

　こと。

Ａ・Ｂ　段階 Ａ・Ｂ　段階

　形や色に興味を持たせ、基本の図か
らどんな結果になるか予想させながら
根気強く仕上げることが必要である。

　身近な材料をはってつくる絵なの
で、興味をもっている事物から取り上
げ、どんな材料でどのように表現する
かを考えさせることが大切である。

 判型・ページ数・価格
24×21cm  27ページ  1,300円 22.3×24.8cm  32ページ

４  内容の構成・配

　列・分量が、学習

　指導を有効に進め

　る上で適切である

　こと。

　簡単な図形から、変形作品へと系統
的に発展性を持たせることができる。

　簡単なものから複雑なものへと配列
されており、それぞれについて広がり
が工夫でき系統性・発展性がみられ
る。

　生活経験と関連づけて、使用できる
分野が多く年間を通して使用できる。

　四季を通じて行える内容であり年間
を通して使用するのに適当な分量であ
る。

３　内容の選択及び

　扱いが、学習指導

　を進める上で適切

　であること。

　基本的な形、変型の応用で、生活経
験の中にある、果物、動物などを書い
て関心を持たせるもとができる。

　身近な材料を利用することによって
自分の生活の回りや作るということに
興味・関心をもたせることができる。

　形が中心で、その中に色をぬる事に
よって、自主性を高めることができ
る。

　身近にある材料を工夫したいでいろ
いろなものに利用でき、それぞれ味の
ある表現ができるので想像性・思考力
を伸ばすことができる。

５　表記・表現が正

　確かつ適切である

　こと。

　絵は具体的である。 　文章、挿絵については具体的で分か
りやすい。

　絵は分かりやすい。 　写真は分かりやすい。

　表紙は堅ろうである。 　用紙は厚紙を使用している。表紙は
堅ろうである。大きさは適切である。

備　　　　　考

(発　 行　 年)

（Ｓ57） （Ｓ55）

６　体裁や造本が適

　切であること。

　絵は実物と似た色で表現されてい
て、全体的に見やすく、分かりやすく
描けている。

　はっきりと分かりやすい。

　題名にも、色分けしたり、色の特色
を出した作品があってわかりやすく書
かれている。

　文字は１号、３号、５号活字で分け
られており、大きさ、字間、行間とも
適当である。
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A08 B04

ポプラ社 金の星社

　採　択　基　準 基 本 観 点
１　学習指導要領に
　示す目標に沿い、
　その内容を適切に
　取り上げているこ

　と。

(1)　教科の目標達成
　 に必要な内容

  
(1)　発達段階のめ
　 やす(注1)

(2)　障害の状態、
　 発達段階及び特性
　 などへの配慮

(1)  生活経験や興味

   ・関心への配慮

(2)  主体性や創造性

　 思考力、判断力、

　 表現力等の育成

(1)　系統性・発展性

(2)　全体の分量

(1)　文字、文章、
　 挿絵

(2)　図表、写真等
　 の資料

(1)　色使い、ページ
　　レイアウトなど

(2)　文字の大きさ、
　 字間、行間

(3)　用紙、製本、
　 表紙

　　　　図書コード・書　　名
あそびのひろば８
らくがきあそび

あかちゃんと
おかあさんの絵本
このいろなあに

　　　　発　行　者・著　　者 長島克夫 せな けいこ

780円

　クレヨン・クレパス、水彩絵の具を
用いて、児童・生徒自らがいろいろな
形を創造性豊かに描くことができると
ともに言葉で表現したりすることがで
きる。

  一連の流れの中にひとつひとつの場
面がつくられ、身近な物で色が理解で
きる。　簡単な物語の展開の中に身近
な事物が登場し、色名を知ることがで
きるように配列されている。

関連教材（生活）

２　内容の程度が、

　児童生徒の発達段

　階に適応している

　こと。

Ａ・Ｂ　段階 Ａ・Ｂ　段階

　単線から徐々に複線へと移行をしな
がら、身近な題材へと教材が移ってい
るので興味・関心をもたせることがで
きる。

　１ページが１つの色でできている
ページが多くあり、身近な物との対比
で見ていくなどの工夫ができる

 判型・ページ数・価格
22.3×25cm 31ページ  1,200円 21.2×18.7cm 25ページ 

４  内容の構成・配

　列・分量が、学習

　指導を有効に進め

　る上で適切である

　こと。

　直線から入り、複線の図が系統的に
配分されていて、発展性もある。

　ひとつの色に対して２つのものがあ
てはめられており、場面が次々に展開
していくなどの工夫がされている。

　

　生活経験の中から指さしで確認でき
たり絵を書く楽しみが味わえ、分量的
に使用期間は短期間である。

　年間を通して使用できる。

３　内容の選択及び

　扱いが、学習指導

　を進める上で適切

　であること。

　日常生活にでてくる図案が多く、語
いを豊かにすることができる。また、
空想の図案もあり、線を使った遊びが
できる。

　身近なものによって、色を理解でき
るようにしてある。

　基本的な色の使い方や自由な表現を
することによって、創造性を養うこと
ができる。

　ひとつひとつの場面があり、楽しみ
ながら、また、その場面を使って話を
ふくらませて見ていくことができる

５　表記・表現が正

　確かつ適切である

　こと。

　絵は親しみやすく、描かれている。 　色彩が豊かでまた１場面が単純な構
図で見やすい。

　絵は発展的に描かれている。
　小さい絵、大きい絵と要点をつけて
書かれている。

　鮮明に表現されている。

　用紙は丈夫である。表紙は厚紙を使
用している。

　製本はしっかりしている。

備　　　　　考

(発　 行　 年)

（Ｓ55）

　領域・教材を合わせた指導形態で使
用することができる。

　　　　　　　（Ｓ63）

６　体裁や造本が適

　切であること。

　絵の具、クレヨンと実物と似た色で
印刷されている。

　きれいで楽しく見ることができる。

　４号活字で書かれている。 　３号活字で、はっきりしていて読み
やすい。
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746 502

フレーベル館
ユニバーサル
デザイン

絵本センター

　採　択　基　準 基 本 観 点
１　学習指導要領に
　示す目標に沿い、
　その内容を適切に
　取り上げているこ

　と。

(1)　教科の目標達成
　 に必要な内容

  
(1)　発達段階のめ
　 やす(注1)

(2)　障害の状態、
　 発達段階及び特性
　 などへの配慮

(1)  生活経験や興味

   ・関心への配慮

(2)  主体性や創造性

　 思考力、判断力、

　 表現力等の育成

(1)　系統性・発展性

(2)　全体の分量

(1)　文字、文章、
　 挿絵

(2)　図表、写真等
　 の資料

(1)　色使い、ページ
　　レイアウトなど

(2)　文字の大きさ、
　 字間、行間

(3)　用紙、製本、
　 表紙

　　　　図書コード・書　　名
あかちゃんといっしょ０・１・２　30

どんないろがすき

ユニバーサル絵本２
みんなでさわってレッツ

おえかきでこぼこえかきうた

　　　　発　行　者・著　　者 絵　100％ORANGE
作　Mac-koba

監修　大内進等

800円

　童謡「どんないろがすき」の絵本
で、色やクレヨンへの興味・関心を高
めるような内容になっている。

関連教科(音楽)

　絵描き歌で構成されており、楽しみ
ながら造形表現についての興味・関心
をもち、表現の喜びを味わうことがで
きる。

関連教科（音楽)

２　内容の程度が、

　児童生徒の発達段

　階に適応している

　こと。

Ａ・Ｂ　段階 Ａ・Ｂ　段階

　絵本の内容と構成が、単色で単調な
歌詞の繰り返しなので、わかりやすく
情報も整理されている。

　活字と点字の両方で印字がされてい
る。絵描き歌で、描き進める段階的な
イラストもすべて線に凹凸がついてい
て、指で形を感じとることができる。

 判型・ページ数・価格
18×16cm 20ページ  700円 16.8×19cm  ９ページ 

４  内容の構成・配

　列・分量が、学習

　指導を有効に進め

　る上で適切である

　こと。

　絵本を読んだ後に、実際にクレヨン
を使った描画活動につなげることがで
きる。

　自分で絵描き歌をつくったり、平面
作　品に凹凸をつけるなど、本を教材
として用い、作品の制作へとつなげる
ことができる。

　適切である。 　歌を覚えて自分で描いてみるのに
も、適当な分量である。

３　内容の選択及び

　扱いが、学習指導

　を進める上で適切

　であること。

　使ったことがなくても容易に使用で
きる、身近なクレヨンを題材にしてお
り親しみやすい。

　絵描き歌の構成で、楽しみながら読
むことができる。また歌を覚えること
で、自分でも動物のイラストを描くこ
とができるようになっている。

　クレヨンの色ごとのイラストがそれ
ぞれのページに描いてあり、色から物
を連想することができる。

　イラストだけでなく、歌や線の凹凸
があることで、視覚、聴覚、触覚を通
して本を読むことができる。

５　表記・表現が正

　確かつ適切である

　こと。

　歌の歌詞がそのまま書いてある。文
章は歌詞のみ。

　歌詞が、大きめの活字で各ページ２
行書かれている。

　裏表紙に「どんないろがすき」の楽
譜が掲載されている。

　点字の説明と一覧が、蛇腹に折られ
たページの裏側に記載されている。

　表紙に２mm程度の厚紙を使用。中も
１mm程度の厚紙。

　製本は一枚の厚紙を蛇腹に折って絵
本の形に仕上げてある。

備　　　　　考

(発　 行　 年)

（Ｈ28）

　点字の資料として裏面に掲載されて
いる。

　
　　　　　　　　（Ｈ14）

６　体裁や造本が適

　切であること。

　背景は白。クレヨンの色が際立つイ
ラストと配色になっている。

　文字は白、背景とイラストは少ない
色で配色されている。イラストが画面
の７割を占める。

　太字で16ポイント程度の文字。文字
間、行間ゆとりがある。

　文字は18ポイント程度で、行間は広
くとってある。
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E18 C01

福音館書店 さ・え・ら書房

　採　択　基　準 基 本 観 点
１　学習指導要領に
　示す目標に沿い、
　その内容を適切に
　取り上げているこ

　と。

(1)　教科の目標達成
　 に必要な内容

  
(1)　発達段階のめ
　 やす(注1)

(2)　障害の状態、
　 発達段階及び特性
　 などへの配慮

(1)  生活経験や興味

   ・関心への配慮

(2)  主体性や創造性

　 思考力、判断力、

　 表現力等の育成

(1)　系統性・発展性

(2)　全体の分量

(1)　文字、文章、
　 挿絵

(2)　図表、写真等
　 の資料

(1)　色使い、ページ
　　レイアウトなど

(2)　文字の大きさ、
　 字間、行間

(3)　用紙、製本、
　 表紙

　　　　図書コード・書　　名
かがくのとも傑作集

かみコップでつくろう
たのしい工作教室

たのしいこうさくきょうしつ１

　　　　発　行　者・著　　者 よしだ　きみまろ
渡辺俊夫・土井正光
こやまきょうへい

1,223円

　身近にある紙コップを素材にして、
作って遊ぶことの楽しさや、ものが形
をを生えるおもしろさを感じ取ること
ができる。

関連教科（生活）

　身近などこにでもある材料からいろ
いろな発想をして、造形活動の楽しさ
を味わうことができる。
　自分や友だちが作った物に関心を持
ち、仲良く遊ぶことができる。

関連教科（生活）

２　内容の程度が、

　児童生徒の発達段

　階に適応している

　こと。

Ａ・Ｂ　段階 Ｂ　段階

　本を見て楽しむだけでなく、実際に
作ってみて、形の変化・動きを伝える
ことが大切である。

　材料の変化やできあがったもので遊
ぶ楽しみを持たせながら造形活動がで
きるように配慮する。
　はさみや小刀類の適切な使い方がで
きるよう配慮する。

 判型・ページ数・価格
26×23cm  28ページ 900円 26.3×18.8cm  47ページ 

４  内容の構成・配

　列・分量が、学習

　指導を有効に進め

　る上で適切である

　こと。

　紙皿やペットボトルなど、身近にあ
るその他の素材や切り方・はり方など
加工方法を変えるような発展ができ
る。

　材料から豊かな発想をして、進んで
造形活動をする。

　年間を通して使用できる。 　年間を通して使用できる。

３　内容の選択及び

　扱いが、学習指導

　を進める上で適切

　であること。

　はさみやカッターナイフ等生活に関
わる簡単な道具を使う経験ができる。
　作りたい、遊びたいという関心・意
欲を引き出すことができる。

　動物園や水族館、指人形やお菓子
等、作りたい物の形や色をイメージで
きるよう配慮する。

　制作の手順が本を見ながら分かり、
実際に制作するまでの課程を体験でき
る。

　作りたい物の形や色、作り方を考え
ながら作ることができる。

５　表記・表現が正

　確かつ適切である

　こと。

　親しみやすい絵を用いた具体的な図
解が中心であり、短いことばで説明が
ついている。

　親しみやすい楽しい挿絵で、文は横
書きで簡潔である。
　片仮名には振り仮名がうってある。

　使用されていない。 　写真にはできあがりの作品例が多く
掲載されている。

　製本はしっかりしている。表紙は厚
紙を使用し、堅ろうである。

　製本はしっかりしている。表紙は厚
紙を使用し、堅ろうである。

備　　　　　考

(発　 行　 年)

　領域・教科を合わせた指導形態にお
いても使用することができる。

　　　　　　 　（Ｓ59）

　領域・教科を合わせた指導形態にお
いても使用することができる。

 
　　　　　　　（Ｈ８）

６　体裁や造本が適

　切であること。

　色彩が豊かで、印刷も鮮明である。 　明るい色調で印刷も鮮明である。

　本文の活字は９ポイントから３号ま
でが混在している。
　切り方に関する説明と留意点は文字
の色を変えている。

　４号活字を中心に、材料名は白抜き
文字で示されている。
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512 T03

戸田デザイン
研 究 室 偕成社

　採　択　基　準 基 本 観 点
１　学習指導要領に
　示す目標に沿い、
　その内容を適切に
　取り上げているこ

　と。

(1)　教科の目標達成
　 に必要な内容

  
(1)　発達段階のめ
　 やす(注1)

(2)　障害の状態、
　 発達段階及び特性
　 などへの配慮

(1)  生活経験や興味

   ・関心への配慮

(2)  主体性や創造性

　 思考力、判断力、

　 表現力等の育成

(1)　系統性・発展性

(2)　全体の分量

(1)　文字、文章、
　 挿絵

(2)　図表、写真等
　 の資料

(1)　色使い、ページ
　　レイアウトなど

(2)　文字の大きさ、
　 字間、行間

(3)　用紙、製本、
　 表紙

　　　　図書コード・書　　名 どの色すき
エリックカールの絵本

（ぬりえ絵本）　わたしだけの
はらぺこあおむし

　　　　発　行　者・著　　者 とだ　こうしろう
エリック＝カール作

もり　ひさし訳

 1,000円

　ビビットな色彩で表現されており、
感性を豊かにするような内容。

関連教科（理科）

　子どもたちに人気のある「はらぺこあお
むし」の絵本から色を抜いた線画になって
おり、自分で画材や色を選んで塗り絵を楽
しみ、自分の絵本を作る本である。元本と
比較しながら彩色方法などを学ぶことがで
きる。

関連教科（国語）

２　内容の程度が、

　児童生徒の発達段

　階に適応している

　こと。

Ａ・Ｂ・Ｃ　段階 Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ　段階

　絵本を楽しませるとともに、実物も
利用しながら色や配色などに対する関
心を引き出すように配慮する必要があ
る。

　画材や色を選んで塗り絵を進める、
元の絵本を参考にまたは自分なりに配
色を考えて塗り絵をする、など多様な
使い方ができる。

 判型・ページ数・価格
21×18.2cm  42ページ  1,100円 22×30cm 25ページ

４  内容の構成・配

　列・分量が、学習

　指導を有効に進め

　る上で適切である

　こと。

　衣類だけに限らず、生活に使われて
いるいろいろな事物について２～３種
類の配色、組み合わせを考えさせてい
くことができる。

　身近な物が扱われており、それらの
名前や色の名前に親しんだりそれらを
覚えたりすることができる。
　絵本作家になったつもりで丁寧に仕
上げたり、友だちが仕上げた絵本と見
比べて楽しんだりすることができる。

　年間を通して使用することができ
る。

　少しずつ塗り進めていったり、画材
によっては重ね塗りしたりすることに
よって、繰り返し使用できる。

３　内容の選択及び

　扱いが、学習指導

　を進める上で適切

　であること。

　自分やまわりの人たちの衣服につい
て興味・関心を広げることができる。

　身近な木・葉・太陽・月や、いろい
ろな食べ物が登場するので、興味・関
心をもちやすく、楽しみながら塗り絵
をすることができる。数や曜日に親し
むことができる。

　衣類の選択などに自主性を育てるこ
とができる。

　自分の思いのままに画材や色を選ぶこと
で、創造性や思考力がはぐくまれる。元の
絵本を参考にすることによって、安心感を
もつことができ自主的に塗ること、さらに
自分なりに工夫して塗ることが期待でき
る。

５　表記・表現が正

　確かつ適切である

　こと。

　文章は短く、問いかけるような形式
となっている。
　挿絵は、淡い色調で描かれている。

　どのページも大きな線画が中心で、
ひらがなと一部カタカナ（ルビあり）
の文章（１～６行）が添えられてい
る。

　使用されていない。 　使用されていない。

　製本はしっかりしている。表紙は厚
紙を使用し、堅ろうである。

　表紙は３mmの厚紙を使用している。

備　　　　　考

(発　 行　 年)

　領域・教科を合わせた指導形態でも
使用できる。

　　　　　　（Ｓ63） （Ｈ２）

６　体裁や造本が適

　切であること。

　鮮明で見やすい。 　本編は文字も線画も黒色であるが、
表紙・裏表紙は多色刷りである。

　文字は、12ポイントのゴシック体で
書かれている。

　文字は、15ポイント活字が使用され
ている。行間は５mmである。
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　主要教科　　［　　　図画工作・美術 ]

A01 C08

ポプラ社 ポプラ社

　採　択　基　準 基 本 観 点
１　学習指導要領に
　示す目標に沿い、
　その内容を適切に
　取り上げているこ

　と。

(1)　教科の目標達成
　 に必要な内容

  
(1)　発達段階のめ
　 やす(注1)

(2)　障害の状態、
　 発達段階及び特性
　 などへの配慮

(1)  生活経験や興味

   ・関心への配慮

(2)  主体性や創造性

　 思考力、判断力、

　 表現力等の育成

(1)　系統性・発展性

(2)　全体の分量

(1)　文字、文章、
　 挿絵

(2)　図表、写真等
　 の資料

(1)　色使い、ページ
　　レイアウトなど

(2)　文字の大きさ、
　 字間、行間

(3)　用紙、製本、
　 表紙

　　　　図書コード・書　　名
あそびのひろば１

はんがあそび
ポプラ社のペーパーランド８

おりがみえあそび

　　　　発　行　者・著　　者 椎野利一 寺門保夫

 1,200円

　紙、その他扱いやすい材料で版を
作ったり、木の葉、手のひら、ゴム印
などの形を押し、版画にできる。

関連教科（生活）

　知っている動物などを中心に簡単なおり
がみでの作り方が絵で示されている。
　絵を見ながら指導者と一緒に折るなどの
なかでイメージをふくらませるとともに、
手、指の使い方など巧緻性を育てることが
できる。

２　内容の程度が、

　児童生徒の発達段

　階に適応している

　こと。

Ｂ・Ｃ　段階 Ｂ・Ｃ　段階

　身近にある材料を使っているので、
児童の知っている材料や作業順序に配
慮する必要がある。

　Ｂ段階では自分でおりがみをおることは
難しいので話をしながら一緒につくるよう
にする必要がある。
　Ｃ段階でも１人では難しいように思われ
るので、１つずつのおり方を模倣させるな
どの配慮は必要である。

 判型・ページ数・価格
22.3×24.4cm 31ページ  1,200円 22.4×25.3cm 32ページ

４  内容の構成・配

　列・分量が、学習

　指導を有効に進め

　る上で適切である

　こと。

　全体的に同じレベルの作品が多い。 　簡単なものから少しずつ複雑なものへと
配列されており、興味を高めながら主体的
にがんばれるように指導しやすい。
　おりがみに使う紙をいろいろと工夫して
大きさなどいろいろな作品に発展できる。

　生活経験に関連づけて作品を作ることができる内容は豊富
である。
　版画のみを扱っており、図工科の他領域との字間配分が亜
稚拙である。

　年間を通して使用できる。

３　内容の選択及び

　扱いが、学習指導

　を進める上で適切

　であること。

　身近にある材料なので興味を示し、
出来上作品に関心を持たせることがで
きる。

　ひとつひとつの物だけでなく、いく
つかを組み合わせてひとつの場面をつ
くりあげるなど、物に対するイメージ
をさらに広げることができる。

　材料の組み合わせで楽しい図案がで
き、創造性や思考力を深めることがで
きる。

　つくったおりがみを自由に組み合わ
せていくことで、創造性や思考力を育
てることができる。

５　表記・表現が正

　確かつ適切である

　こと。

　絵や図案について具体的に書かれて
いる。

　色彩が豊かでひとつひとつが見やすくなっている。また、
イメージを豊かにするための挿絵なども使われており、楽し
く見ることができる。
　説明文もわかりやすく表現されている。

　図案は細かく印刷されている。 　できあがりがわかりやすくなるよう
にできあがったものを写真で示してい
る。

　製本はしっかりしている。表紙は厚
紙を使用し、堅ろうである。

　製本はしっかりしている。表紙にも
できあがったものが絵で示されてお
り、内容がわかりやすい。

備　　　　　考

(発　 行　 年)

　版画遊びの楽しさがわかり利用しや
すいように細部説明もある。

　　　　　　　　（Ｓ54） （Ｈ２）

６　体裁や造本が適

　切であること。

　図案はバックの色と調和され見やす
い。

　きれいに仕上げられている。

　見出しは初号活字を使って見やす
く、１号活字。５ポイントと変化があ
る。

　文字の大きさ、９ポイントで書かれ
ている。
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　主要教科　　［　　　図画工作・美術 ]

501 515

ポプラ社 メイツ出版

　採　択　基　準 基 本 観 点
１　学習指導要領に
　示す目標に沿い、
　その内容を適切に
　取り上げているこ

　と。

(1)　教科の目標達成
　 に必要な内容

  
(1)　発達段階のめ
　 やす(注1)

(2)　障害の状態、
　 発達段階及び特性
　 などへの配慮

(1)  生活経験や興味

   ・関心への配慮

(2)  主体性や創造性

　 思考力、判断力、

　 表現力等の育成

(1)　系統性・発展性

(2)　全体の分量

(1)　文字、文章、
　 挿絵

(2)　図表、写真等
　 の資料

(1)　色使い、ページ
　　レイアウトなど

(2)　文字の大きさ、
　 字間、行間

(3)　用紙、製本、
　 表紙

　　　　図書コード・書　　名
あそびのひろば５

おめんあそび

つくって遊ぼう！ちょっとの
時間でできるかんたん

おもしろ工作１・２・３年

　　　　発　行　者・著　　者 うすい・しゅん
立花愛子
佐々木伸

 1,200円

　身近にある紙袋や空き箱等を使い、クレ
ヨンや絵の具で色を塗る活動や色紙、布、
葉っぱ等を切って貼る活動から個性豊かに
いろいろなお面作りができ、作ったもので
友達と楽しく遊ぶことから造形への興味を
広げることができる。

関連教科（生活)

　「つくって遊ぶ・飾る・使う」を
テーマに、空き容器や日用雑貨を材料
にして、造形制作を楽しむことができ
る。

関連教科(生活)

２　内容の程度が、

　児童生徒の発達段

　階に適応している

　こと。

Ｂ・Ｃ　段階 Ｂ・Ｃ　段階

　教師が見本を示し、お面のおもしろ
さをつかませることやお面に自由に描
画をする等の指導方法の工夫から興味
をもたせることが大切である。

　身近な材料を用いて少しの時間で作
れ、楽しめるものが多いので、取り組
みやすい。制作物の完成品を写真で、
制作過程を順を追った文章説明ととも
に挿絵で示してある。

 判型・ページ数・価格
22.4×25cm  32ページ  1,200円 21.2×15cm  128ページ

４  内容の構成・配

　列・分量が、学習

　指導を有効に進め

　る上で適切である

　こと。

　友達とのかかわりやごっこ遊びに生
かすことができる。

　それぞれの工作に遊び方や使い方の
説明があり、とくに、８種類の作品に
は、より発展的な作品とその作り方も
紹介されている。巻頭に、造形制作の
道具と素材についての解説ページもあ
る。

　年間を通して使用できる。 　32種類の工作が取り上げあっれてお
り、年間を通して使用できる。

３　内容の選択及び

　扱いが、学習指導

　を進める上で適切

　であること。

　簡単な手に入る身近な材料を使用し
て、作りながら遊ぶことから興味・関
心を引き出すことができる。

　ものづくりを楽しむだけでなく、遊
んだり、使ったりできる題材も多いの
で、意欲を喚起し、見通しをもたせや
すい。

　自分が作ったお面に、飾りたいもの
を考えるなど、いろいろと工夫して造
形することができる。

　簡単な仕組みで動いたりするものが
多いので、自分なりの工夫でほかに応
用したり、より発展させることができ
る。

５　表記・表現が正

　確かつ適切である

　こと。

　材料や作り方、遊び方の説明が文章
だけでなく、挿絵もありわかりやす
い。

　漢字にはルビが付けられている。

　一部、お面が写真で示されている。 　完成品は写真で紹介されており、各
工程はイラストと説明文がついてい
る。

　製本はしっかりしている。表紙は厚
紙を使用し、堅ろうである。

　検定教科書と同じ仕様の厚紙を使用
している。

備　　　　　考

(発　 行　 年)

（Ｓ55）

　表題に「１・２・３年生」と明示さ
れているので、配慮が必要である。

　　　　　　　　（Ｈ19）

６　体裁や造本が適

　切であること。

　鮮明である。 　多色刷りである。

　それぞれの題字は２号活字で、本文
は11ポイント活字で、作り方の説明文
は８ポイントで書かれている。

　作り方の説明文は主に12ポイントで
書かれている。行間は３mmである。
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　主要教科　　［　　　図画工作・美術 ]

B09 008

国土社
戸田デザイン
研 究 室

　採　択　基　準 基 本 観 点
１　学習指導要領に
　示す目標に沿い、
　その内容を適切に
　取り上げているこ

　と。

(1)　教科の目標達成
　 に必要な内容

  
(1)　発達段階のめ
　 やす(注1)

(2)　障害の状態、
　 発達段階及び特性
　 などへの配慮

(1)  生活経験や興味

   ・関心への配慮

(2)  主体性や創造性

　 思考力、判断力、

　 表現力等の育成

(1)　系統性・発展性

(2)　全体の分量

(1)　文字、文章、
　 挿絵

(2)　図表、写真等
　 の資料

(1)　色使い、ページ
　　レイアウトなど

(2)　文字の大きさ、
　 字間、行間

(3)　用紙、製本、
　 表紙

　　　　図書コード・書　　名
たのしい図画工作９

動くおもちゃ
６つの色

　　　　発　行　者・著　　者 羽場徳蔵 とだ　こうしろう

 1,100円

　身近にある材料で造形遊びを楽し
み、想像力を育むことができる。

 へびを主人公にしたお話し仕立て
で、単純な形の美しさ、また三原色、
混色でできる色や色彩のある世界の美
しさを感
じることができる。

２　内容の程度が、

　児童生徒の発達段

　階に適応している

　こと。

（Ｂ）・Ｃ　段階 （Ｂ）・Ｃ　段階

　実際に動くおもちゃを作りながら造
形への興味をもたせ、できた作品を
使って遊ばせることができる。

　形や色などに関心を持ち、クレヨ
ン、パス等を使って、いろいろきれい
な色で思いのままに表現できるように
配慮する。

 判型・ページ数・価格
26.4×21.2cm  33ページ  1,800円 21×18.3cm 43ページ

４  内容の構成・配

　列・分量が、学習

　指導を有効に進め

　る上で適切である

　こと。

　動くおもちゃを工夫して作る段階か
ら、あそび方を意識してつくる段階へ
と発展させることができる。

　美しい形や色を持つ物を見たり、
使ったりする楽しさを知り、デザイン
に興味
を持つことができる。

　年間を通して使用できる。 　年間を通して、必要な時期に使用す
ることができる。

３　内容の選択及び

　扱いが、学習指導

　を進める上で適切

　であること。

　身近な材料をもとに実際に遊ぶもの
が作れることに興味をもたせ、身のま
わりの事物に対する関心をもたせるこ
とができる。

　形や色から受ける感じに関心を持つ
ことができるよう配慮する。

　身近にあるものを工夫して組み合わ
せ、いもちゃを製作する過程を通して
想像力や思考力を高めることができ
る。

　生活を楽しくするために、美しい形
や色を工夫して表現させる。

５　表記・表現が正

　確かつ適切である

　こと。

　文章は簡潔で読みやすい。
　挿絵は多く示されわかりやすい。

   見開き２ページの挿絵は形・色・
余白が美しい。
　文章は明快で、ページを操るごとに
話の展開がある。

　カラー写真で例示してあり親しみや
すい。

　使用されていない。

　製本はしっかりしている。表紙は厚
紙を使用し、堅ろうである。

　製本はしっかりしている。表紙は堅
ろうである。

備　　　　　考

(発　 行　 年)

（Ｓ56）

　領域・教材を合わせた指導形態にお
いても使用することができる。

           　    (Ｈ８)

６　体裁や造本が適

　切であること。

　カラーで印刷されていて鮮明であ
る。

　印刷が鮮明で美しい。

　５号活字が使用されている。 　文字はすべて４号活字で書かれてい
る。

167



　主要教科　　［　　　図画工作・美術 ]

A02 T05

ポプラ社 偕成社

　採　択　基　準 基 本 観 点
１　学習指導要領に
　示す目標に沿い、
　その内容を適切に
　取り上げているこ

　と。

(1)　教科の目標達成
　 に必要な内容

  
(1)　発達段階のめ
　 やす(注1)

(2)　障害の状態、
　 発達段階及び特性
　 などへの配慮

(1)  生活経験や興味

   ・関心への配慮

(2)  主体性や創造性

　 思考力、判断力、

　 表現力等の育成

(1)　系統性・発展性

(2)　全体の分量

(1)　文字、文章、
　 挿絵

(2)　図表、写真等
　 の資料

(1)　色使い、ページ
　　レイアウトなど

(2)　文字の大きさ、
　 字間、行間

(3)　用紙、製本、
　 表紙

　　　　図書コード・書　　名
あそびのひろば２

やさしいてづくりのプレゼント

エリックカールの絵本
（ぬりえ絵本）

ごちゃまぜカメレオン

　　　　発　行　者・著　　者 徳田徳志芸
エリック＝カール
八木田　宜子訳

 1.200円

誕生日などのお祝いの時に子どもたち
が自分で作るプレゼントの作例が示さ
れており、作ったことを日常生活の中
に生かし、楽しむことができるような
内容になっている。

関連教科（職業・家庭)

　「ごちゃまぜカメレオン」の絵本か
ら色を抜いた線画になっており、自分
で色を選んで塗り絵を楽しみながら、
自分の絵本を作る本である。水彩絵の
具の混色などを学ぶことができる。

関連教科(国語)

２　内容の程度が、

　児童生徒の発達段

　階に適応している

　こと。

Ｂ・Ｃ・Ｄ　段階 Ｂ・Ｃ・Ｄ　段階

　身近な材料で作られた作品が配列さ
れ、作ってみようという意欲や見通し
を持たせることができる。

　色を選んで塗り絵を進める、元の絵
本を参考にしたり、本文中の色名を元
に着色する、自分なりに配色を考えて
塗り絵をする、など多様な使い方がで
きる。

 判型・ページ数・価格
22×25cm 31ページ 1,200円 30×22cm 33ページ

４  内容の構成・配

　列・分量が、学習

　指導を有効に進め

　る上で適切である

　こと。

　ごっこあそびのような内容にもなっ
ているので、日常生活をふりかえった
り、あそびに生かしたりすることがで
きる。

　色について興味を喚起する入門書と
して、水彩絵の具の扱いや混色につい
て親しむことができる。さらに自分な
りの混色を工夫することもできる。

　プレゼントだけにこだわらずいろい
ろな表現活動へ発展させることがで
き、年間を通して使用できる。

　お話を楽しみながら色のイメージを
膨らませ、丁寧に塗り絵を進めること
により、年間を通して使用できる。

３　内容の選択及び

　扱いが、学習指導

　を進める上で適切

　であること。

　ペンダント、手紙、かべかけなどプ
レゼントとして適当な題材が取り上げ
られていて、親しみやすい。

カメレオンが環境に応じて色を変える
ことや、動物園にいる動物が途上する
ことによって、興味・関心をもちやす
く、楽しみながら塗り絵をすることが
できる。

　材料と作り方、完成品が図示されて
いて、制作過程での見とおしや、思考
力を育てることができる

　元の絵本を参考にすることによって安心
感をもつことができ、自主的に塗ることが
期待できる。自分の思いのままに画材や色
を選ぶことで、創造性や思考力がはぐくま
れる

５　表記・表現が正

　確かつ適切である

　こと。

　文字はすべてひらがななので、Ｃ・
Ｄ段階の児童生徒に適切である。
　作品は興味が持てるよう楽しく描か
れている。

　どのページも線画が中心で、ひらが
なと一部カタカナ（ルビなし）の文章
（１～８行）が添えられている。色名
は、太字になっている。

　図や写真が中心になっており、ペー
ジによっては絵や写真の技法、構成が
異なっていて飽きないよう工夫されて
いる。

　最後に、水彩絵の具の混色などにつ
いての解説がある。

　製本はしっかりしている。 　表紙は３mm厚紙を使用している。

備　　　　　考

(発　 行　 年)

　造形表現活動をすすめる上で、作り
たいという意欲づけや手順を理解する
上で役立つ。
　
 
　　　　　　　　　(Ｈ８) （Ｈ３）

６　体裁や造本が適

　切であること。

　色刷りで鮮明である 　本編は文字も線画も黒色であるが、
見開き２ページ分と、表紙・裏表紙、
途中の一部分（２ページ）は多色刷り
である。

　４号・６号活字のゴシック体で書か
れている。

　文字は、15ポイント活字が使用され
ている。行間は５mmである。
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A21 B14

岩崎書店 国土社

　採　択　基　準 基 本 観 点
１　学習指導要領に
　示す目標に沿い、
　その内容を適切に
　取り上げているこ

　と。

(1)　教科の目標達成
　 に必要な内容

  
(1)　発達段階のめ
　 やす(注1)

(2)　障害の状態、
　 発達段階及び特性
　 などへの配慮

(1)  生活経験や興味

   ・関心への配慮

(2)  主体性や創造性

　 思考力、判断力、

　 表現力等の育成

(1)　系統性・発展性

(2)　全体の分量

(1)　文字、文章、
　 挿絵

(2)　図表、写真等
　 の資料

(1)　色使い、ページ
　　レイアウトなど

(2)　文字の大きさ、
　 字間、行間

(3)　用紙、製本、
　 表紙

　　　　図書コード・書　　名
あそびの絵本２１
きりがみあそび

たのしい図画工作14
こすりだし・すりだし

　　　　発　行　者・著　　者
作　小宮山洋夫／早坂忠之

絵　八島和子
羽場徳蔵

 1,800円

　色紙を材料に季節や行事に合わせ
て、楽しく造形活動をすることができ
る。　つくった飾りを見て、楽しさを
味わうことができる。

関連教科（生活）

　こすり出した形に意味付けを楽しん
だり、意図的に作りたい形にしたりす
る活動やすりだしで模様、文字、絵等
の「たくほん」を作る活動から創作の
楽しさを深めることができる。

関連教科（生活）

２　内容の程度が、

　児童生徒の発達段

　階に適応している

　こと。

Ｃ　段階 （Ｂ）・Ｃ・Ｄ　段階

　色紙を折ったりはさみで切ったりし
て、手を十分に動かして飾りをつくる
ことができるよう配慮が大切である。

　発達段階を考慮し、教師と一緒に活
動したり、一人で取り組んだりする等
の工夫が必要である。

 判型・ページ数・価格
24.6×21.4cm  27ページ  1,300円 27×21cm  32ページ

４  内容の構成・配

　列・分量が、学習

　指導を有効に進め

　る上で適切である

　こと。

　季節や行事を意識したり、他の材料
や用具での造形活動にも発展できる。

　こすりだしやすりだしの模様紙を
作ったり、それらを組み合わせた模様
でデザイン画や絵に表したり、はり絵
も楽しむことができる。

　年間を通して使用できる。 　年間を通して使用できる。

３　内容の選択及び

　扱いが、学習指導

　を進める上で適切

　であること。

　七夕・クリスマス・誕生日等を造形
活動でさらに楽しいものにできるよう
配慮する。

　日常的に知っている物の表面のでこ
ぼこやざらざらしたり、つるつるした
りする感触を知ることから造形体験の
興味・関心をもつことができる。

　季節や行事に合わせて作りたい物の
形や色、作り方などを工夫することが
できる。

　身近にある材質の中からいろいろな
肌触りのものやおもしろい形を探し出
したり、こすりだしの材料や色彩を工
夫する等いろいろな模様を創造してい
くことができる。

５　表記・表現が正

　確かつ適切である

　こと。

　挿絵は温かい色調で楽しい雰囲気を
伝える内容である。

　説明文は、簡潔でわかりやすい。

　使用されていない。 　作り方や出来上がりの作品は、すべ
てカラー写真で示されている。

　製本はしっかりしている。表紙は厚
紙を使用し、堅ろうである。

　表紙は厚紙を使用し、堅ろうであ
る。

備　　　　　考

(発　 行　 年)

　四季の行事に合わせて楽しめるよう
に使用するとよい。

　　　　　　　　(Ｈ８) （Ｈ14）

６　体裁や造本が適

　切であること。

　落ち着いた温かい色調である。 　鮮明である。

　図解の説明は５号活字であるが、作
品名うや本文は３号、４号活字であ
る。

　それぞれの題字は４号活字、本文は
11ポイント活字、作品名は８ポイント
活字で書かれている。
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E15 522

福音館書店 ひかりのくに

　採　択　基　準 基 本 観 点
１　学習指導要領に
　示す目標に沿い、
　その内容を適切に
　取り上げているこ

　と。

(1)　教科の目標達成
　 に必要な内容

  
(1)　発達段階のめ
　 やす(注1)

(2)　障害の状態、
　 発達段階及び特性
　 などへの配慮

(1)  生活経験や興味

   ・関心への配慮

(2)  主体性や創造性

　 思考力、判断力、

　 表現力等の育成

(1)　系統性・発展性

(2)　全体の分量

(1)　文字、文章、
　 挿絵

(2)　図表、写真等
　 の資料

(1)　色使い、ページ
　　レイアウトなど

(2)　文字の大きさ、
　 字間、行間

(3)　用紙、製本、
　 表紙

　　　　図書コード・書　　名
かがくのとも傑作集

かみで　あそぼう　きる・おる
改訂新版　かならず
折れるおりがみ①

　　　　発　行　者・著　　者 こすぎけいこ 監修　小林一夫

800円

　平面の形である紙が、どんなものに
変化するかに興味をもち、楽しみなが
らはさみを使って切ったり、追ったり
して立体を作り、それを使って遊ぶこ
とから造形の楽しさを知ることができ
る。
関連教科（生活）

　身近な題材の折り紙をくわしく解説
した内容で、制作の順序を追って見通
しをもち、発想を形にする創作活動を
楽しむことができる。

関連教科(生活)

２　内容の程度が、

　児童生徒の発達段

　階に適応している

　こと。

（Ｂ）・Ｃ・Ｄ　段階 （Ｂ）・Ｃ・Ｄ　段階

　本の形を正確に写したり、指示され
て通りにはさみで切込みを入れたり、
折ったりする手の活動を体験できる。
　発達の段階によって作り方の丁寧な
指示が必要である。

　折る順番を表示するとともに、折る
手元は写真を活用して示している。ま
た、山折り、谷折りなどを「山折りぼ
うや」などのナビゲーターを変えるこ
とで見通しをもたせている。

 判型・ページ数・価格
26×23cm 28ページ 900円 21×19cm 88ページ

４  内容の構成・配

　列・分量が、学習

　指導を有効に進め

　る上で適切である

　こと。

　できあがったものを使って遊ぶ活動
や指人形にしてお話やごっこ遊び等に
発展できる。

　できあがった作品を使って友達と遊
んだり、季節の掲示物として飾ったり
生活の中に生かすことができる。
　手指の巧緻性を養うこともできる。

　年間を通して使用できる。 　20の基本的な折り紙の折り方と、そ
の遊び方や飾り方などが88ページに表
されている。

３　内容の選択及び

　扱いが、学習指導

　を進める上で適切

　であること。

　「これはいったい何だろう」「これ
がどのようになるのだろう」と形が
変っていくことに興味・関心をもち、
期待しながら作っていくことができ
る。

　身近な題材を扱った折り紙で親しみ
やすき、日々使う物や、のりもの、動
物などを作るので意欲的に取り組め
る。

　変化のイメージをもたせることから
創作意欲を高め、平面の紙を立体的に
作り変えることのおもしろさを発見し
ていくことができる。

　折り方の手順を追って形を作り上げ
ていくため、考えながら見通しをもっ
て制作できる。
　巻末の絵のある台紙に貼ってイメー
ジを膨らませることができる。

５　表記・表現が正

　確かつ適切である

　こと。

　楽しく工夫された表現になってお
り、作り方が順を追って細かく文章と
挿絵で書かれている。

　漢字にはすべてルビがある。
　全ページカラー刷りで、制作過程は
一つ一つ絵で表されている。

　写真は使用されていない。 　実物や完成品、悪露方の難しいとこ
ろ、遊び方などの写真がある。

　表紙は厚紙を使用し、堅ろうであ
る。

　検定教科書と同じ仕様の厚紙を表紙
に使用している。

備　　　　　考

(発　 行　 年)

（Ｓ62） （Ｈ９）

６　体裁や造本が適

　切であること。

　鮮明である。 　多色刷りである。

　本文は３号活字、説明文は11ポイン
トと８ポイント活字で書かれている。

　見字は主に11ポイント活字が使われ
ている。
　行間はほぼ３mmである。
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A01 001

視覚デザイン
研　 究 　所 のら書店

　採　択　基　準 基 本 観 点
１　学習指導要領に
　示す目標に沿い、
　その内容を適切に
　取り上げているこ

　と。

(1)　教科の目標達成
　 に必要な内容

  
(1)　発達段階のめ
　 やす(注1)

(2)　障害の状態、
　 発達段階及び特性
　 などへの配慮

(1)  生活経験や興味

   ・関心への配慮

(2)  主体性や創造性

　 思考力、判断力、

　 表現力等の育成

(1)　系統性・発展性

(2)　全体の分量

(1)　文字、文章、
　 挿絵

(2)　図表、写真等
　 の資料

(1)　色使い、ページ
　　レイアウトなど

(2)　文字の大きさ、
　 字間、行間

(3)　用紙、製本、
　 表紙

　　　　図書コード・書　　名
ハートアートシリーズ

色のえほん
はじめてのこうさくあそび

　　　　発　行　者・著　　者 早坂優子 ノニノコ

 1,500円

　レオ・レオーニの絵本を土台にした
本である。丸い形の「あおくん」など
の色たちが主人公の絵本で、さまざま
な色たちが生き物のように描かれ、色
の不思議を感じながら、色彩について
学ぶことができる。

　身近な素材や道具を使用して、物を
作る喜びや楽しさを経験することがで
きる。

関連教科（生活）

２　内容の程度が、

　児童生徒の発達段

　階に適応している

　こと。

（Ｂ）・Ｃ・Ｄ　段階 Ｂ・Ｃ・（Ｄ）　段階

　目で見て色の変化や組み合わせを楽
しむ段階から、色の三原色や色相、明
度、彩度を習得する段階まで幅広く使
用できる。

　手順がわかりやすく示されているの
で実際に制作する過程で、見通しを持
たせることができる。

 判型・ページ数・価格
20×21.2cm 95ページ  1,400円 21.5×19.5cm 62ページ

４  内容の構成・配

　列・分量が、学習

　指導を有効に進め

　る上で適切である

　こと。

　色に関する基本的な知識を習得する
とともに、自分の身のまわりに使われ
ているさまざまな色の種類やその色は
もつイメージなどを考えることにつな
げられる。

　作品を作って友達と遊ぶ活動に発展
させたり、いくつかの造形活動を組み
合わせて壁画を飾るなどの活動にも発
展させることができる。

　色彩に関する入門書的な使い方だけ
ではなく、様々な発展的な使用を企画
することで年間を通して使用できる。

　年間を通して使用できる。

３　内容の選択及び

　扱いが、学習指導

　を進める上で適切

　であること。

　絵本には、微妙な色合いをもつたく
さんの色たちが登場するので、色に対
しての興味・関心が喚起される。

　生活に使えるおもちゃや飾り等、い
ろいろな作品や制作方法が掲載されて
おり、興味・関心を持たせることがで
きる。

　色の組み合わせや微妙な混ぜ具合で
さまざまに変化する色たちは、自分も
色を作ってみよう、塗ってみようよい
う気持ちにさせる。色見本にも使え
る。

　完成品や作り方の手順が絵と文で示
されており、自分もやってみようとい
う意欲を持たせることができる。

５　表記・表現が正

　確かつ適切である

　こと。

　漢字にはルビがない。 　文字はすべてひらがなで、作り方や
できあがりの作品が写真と文で示され
ている。

　写真の使用はない。各章に「終わりに」
といった形式で記述された解説のページに
は色相環や色立体などが資料として掲載さ
れている。

　完成品はすべてカラー写真で示され
ている。

　表紙は検定教科書使用と同等の厚紙
を使用している。

　製本はしっかりしている。表紙は厚
紙を使用し、堅ろうである。

備　　　　　考

(発　 行　 年)

　各章末の秋説ページは、専門用語が
使われ、より学術的な内容のため、状
況に応じて補足説明が必要である。

　
          　　（Ｈ13） （Ｈ17）

６　体裁や造本が適

　切であること。

　多色刷りである。 　カラー写真が各見開き毎にあり、鮮
明である。

　本文の部分は20ポイントで書かれ、
各章の解説文は９ポイントで書かれて
いる。行間は本文が９mm、解説文が３
mmである。

　説明は５号、６号活字が使用されて
いる。
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B16 504

国土社 好学社

　採　択　基　準 基 本 観 点
１　学習指導要領に
　示す目標に沿い、
　その内容を適切に
　取り上げているこ

　と。

(1)　教科の目標達成
　 に必要な内容

  
(1)　発達段階のめ
　 やす(注1)

(2)　障害の状態、
　 発達段階及び特性
　 などへの配慮

(1)  生活経験や興味

   ・関心への配慮

(2)  主体性や創造性

　 思考力、判断力、

　 表現力等の育成

(1)　系統性・発展性

(2)　全体の分量

(1)　文字、文章、
　 挿絵

(2)　図表、写真等
　 の資料

(1)　色使い、ページ
　　レイアウトなど

(2)　文字の大きさ、
　 字間、行間

(3)　用紙、製本、
　 表紙

　　　　図書コード・書　　名
たのしい図画工作16

ちぎり紙・きり紙・はり絵
レオ・レオニの絵本
じぶんだけのいろ

　　　　発　行　者・著　　者 羽場徳蔵
レオ＝レオニ

訳：谷川俊太郎

1,068円

　目的や用途に合わせ、色や形などの
組み合わせを工夫して、作ったり、
飾ったりすることができる

関連教科（生活）

　自分の知っている動物の色を思いだ
し、その色名が言え、カメレオンの不
思議な生態から、色の変化によって同
じ形のものからうける感じの違いを知
り、その違いを生かした表現ができ
る。
関連教科（理科)

２　内容の程度が、

　児童生徒の発達段

　階に適応している

　こと。

Ｃ・Ｄ　段階 Ｃ・Ｄ　段階

　細かい作品が多いので、意味を理解
させ、見通しを持って作業をさせるこ
とが大切である。

　カメレオンの色の変化が美しい色で
表現されているので、好きな色の話を
したり、色の名称やその違いを説明す
ることが大切である。

 判型・ページ数・価格
27×20.8cm  32ページ  1,068円 19.7×21.5cm 28ページ 

４  内容の構成・配

　列・分量が、学習

　指導を有効に進め

　る上で適切である

　こと。

　静的な作品、動的作品といろいろ
あって、系統性、発展性を持たせてい
る。

　カメレオンの生態について、実物を
図鑑で見たり、動物園へ行ったりし
て、対比してみたり、知識を深めるこ
とができる。

　量的に多彩であるので年間を通して
使用できる。図工科の他の領域との時
間配分に配慮が大切である。

　絵画やデザインの表現をする時、導
入として使え、絵本としても楽しめる
ので、繰り返し使用できる。

３　内容の選択及び

　扱いが、学習指導

　を進める上で適切

　であること。

　生活経験の中で知っている動物や見
たことがある事物があって関心を持た
せることができる。

　身の回りにあるもので色の変化する
ものなどに、興味・関心をもたせるこ
とができる。

　全体的に創造性や思考力が要求され
る面が多い。

　色の変化に興味をもつことから、表
現していく時に、いろいろな色を組み
合わせたり、違いを生かしていくこと
ができる

５　表記・表現が正

　確かつ適切である

　こと。

　説明文は少なく、図や写真が大きく
掲載されている。

　文章は平仮名で簡明な表現で分かり
やすく、作品独特の美しい色調と明快
な形の絵が描かれている。

　写真は大きく示されている。 　使用されていない。

　表紙は厚紙を使用し、堅ろうであ
る。

　用紙は紙質が良い。表紙は厚紙を使
用し、堅ろうである。

備　　　　　考

(発　 行　 年)

　絵本全体が初歩的で、かつ利用でき
る作品が多い。

　　　　　     （Ｓ58） （Ｓ58）

６　体裁や造本が適

　切であること。

　実物の写真が示され、完成後のよう
すがよくわかるとともにバックとの調
和もとれている。

　色調、絵ともに簡潔である。

　説明文が少ない。
　６号活字が使用されている。

　文字は４号活字を使用している。
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001 C08

東京書店 さ・え・ら書房

　採　択　基　準 基 本 観 点
１　学習指導要領に
　示す目標に沿い、
　その内容を適切に
　取り上げているこ

　と。

(1)　教科の目標達成
　 に必要な内容

  
(1)　発達段階のめ
　 やす(注1)

(2)　障害の状態、
　 発達段階及び特性
　 などへの配慮

(1)  生活経験や興味

   ・関心への配慮

(2)  主体性や創造性

　 思考力、判断力、

　 表現力等の育成

(1)　系統性・発展性

(2)　全体の分量

(1)　文字、文章、
　 挿絵

(2)　図表、写真等
　 の資料

(1)　色使い、ページ
　　レイアウトなど

(2)　文字の大きさ、
　 字間、行間

(3)　用紙、製本、
　 表紙

　　　　図書コード・書　　名
やさしくおれる

たのしいおりがみ
たのしい工作教室

　　　　発　行　者・著　　者 千野利雄 奥田　絋

1,262

　本を見て、折り紙のいろいろな折り
方を学び、手指先の操作力や想像力、
造形力を育てていくことができる。
　順次性や図表の読み方等が学習でき
る。

　枯れ木や木片、割り箸等を主材料
に、形を組み合わせて作品を作る学習
を通して道具に適切な使い方や造形の
楽しさを知ることができる。

関連教科（理科、職業・家庭）

２　内容の程度が、

　児童生徒の発達段

　階に適応している

　こと。

Ｃ・Ｄ　段階 Ｃ・Ｄ　段階

　折り紙の折り方の手順が、図を見て
わかるようになっている。
　完成図も描かれているので見とおし
を持たせやすい。

　道具使用の際には、事前に楽しい使
い方を指導し、安全に扱えるようにす
ることが必要である。

 判型・ページ数・価格
21.5×15.3cm  159ページ 1,300円 26.3×18.8cm 48ページ 

４  内容の構成・配

　列・分量が、学習

　指導を有効に進め

　る上で適切である

　こと。

折り紙だけでなく、折り紙を使った工
作などの製作に発展できる。

　作品を使って、動かして遊ぶ・浮か
べて遊ぶなど、様々な遊びを工夫し一
緒に遊ぶことから友達との関係を広げ
ることができる。

　教室のかざりや行事などに使えるも
のも配され、年間を通して必要な時に
選択して使用することができる。

　年間を通して使用できる。

３　内容の選択及び

　扱いが、学習指導

　を進める上で適切

　であること。

　昔から伝わってきた様々な折り紙を
作例が示されているので興味をもって
見ることができる。

　生活に使える物やおもちゃ、楽器
等、様々な作品が掲載されており興
味・関心を広げることができる。

　本を見て実際に折ることにより、計
画性や思考力、想像力などを養うこと
ができる。

　説明図がわかりやすく見ながら自分
で作業を進める経験を通して自主性を
養うことができる。

５　表記・表現が正

　確かつ適切である

　こと。

　折った時の状態はわかりやすいとこ
ろもあるが、複雑な折り方だと図や矢
印だけ見てもわからないものもあるの
で指導上留意が必要である。

　完成品や作り方はイラストと文でわ
かりやすく示されている。

　写真は使用されていない。 完成品は写真で示されている。

　用紙は丈夫である。表紙は堅ろうで
ある。

　表紙は厚紙を使用し、堅ろうであ
る。

備　　　　　考

(発　 行　 年)

　折り紙は指導者が直接教えていくの
が効果的であり、教授と並用して使用
することが望ましい。
　特定の材料なので指導上留意する。
　
               （Ｓ61） （Ｓ63）

６　体裁や造本が適

　切であること。

　二色刷りは折り方を示すのに役立っ
ている。

　鮮明である。

　５号程度のゴシックで字体は見やす
い。

　見出しは２号活字で、本文は８ポイ
ントで書かれている。
　説明文は７ポイントで書かれてい
る。
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C03 503

ポプラ社
視覚デザイン
研　 究 　所

　採　択　基　準 基 本 観 点
１　学習指導要領に
　示す目標に沿い、
　その内容を適切に
　取り上げているこ

　と。

(1)　教科の目標達成
　 に必要な内容

  
(1)　発達段階のめ
　 やす(注1)

(2)　障害の状態、
　 発達段階及び特性
　 などへの配慮

(1)  生活経験や興味

   ・関心への配慮

(2)  主体性や創造性

　 思考力、判断力、

　 表現力等の育成

(1)　系統性・発展性

(2)　全体の分量

(1)　文字、文章、
　 挿絵

(2)　図表、写真等
　 の資料

(1)　色使い、ページ
　　レイアウトなど

(2)　文字の大きさ、
　 字間、行間

(3)　用紙、製本、
　 表紙

　　　　図書コード・書　　名
ペーパーランド３
とびだすカード

みみずく　ビギナーシリーズ
水彩初級レッスン

　　　　発　行　者・著　　者 たしろこうじ
視覚デザイン研究所

編集室

 1,500円

　紙やはさみ、定規等の身近な材料や
用具を使用して立体感のある動物の
カードを作る学習を通して造形の楽し
さを知ることができる。

　技法や作例が絵や写真によって示さ
れ、水彩画の技法についてわかりやす
く学ぶことができ、絵を描く楽しさを
味わうことができる。

２　内容の程度が、

　児童生徒の発達段

　階に適応している

　こと。

Ｃ・Ｄ　段階 Ｃ・Ｄ　段階

　見本を広げて見せたり、設計図を切
る部分を色分けしてとらえやすくする
などの工夫が必要である。

　描く活動の中で基本的な技法につい
て説明することができる。
　絵や写真が多いので制作過程を理解
しやすく、見通しを持って制作を進め
ることができる。

 判型・ページ数・価格
22.5×25cm 32ページ  1,200円 26×18.4cm  107ページ

４  内容の構成・配

　列・分量が、学習

　指導を有効に進め

　る上で適切である

　こと。

　友達の誕生カードとして使う等、生
活の中に生かすことができる。

　付録として、応用的な技法をした等
を紹介しているので、それらも活用し
た作品作りへと発展させることができ
る。

　年間を通して使用できる。 　年間を通して使用することができ
る。

３　内容の選択及び

　扱いが、学習指導

　を進める上で適切

　であること。

　折りたたんだ紙を広げると新しい形
が生まれるという経験から興味・関心
をもたせることができる。

　質問応答形式で説明してあり、親し
みやすい。
　多用な作例が用意してあり、興味・
関心を持つことができる。

　どうしたら上手に立体が作れるのか
等制作過程を工夫することから創造性
を伸ばすことができる。

　透明水彩、不透明水彩の違いなどの
基本を知って、いろいろな題材を自ら
描こうとする自主性を高めることがで
きる。

５　表記・表現が正

　確かつ適切である

　こと。

　切る部分と折る部分、折り曲げてで
きる形が表示されており、わかりやす
い。

　説明は絵が中心であり、写真も多
い。

　写真はパステルカラーで明るい。 　作品や工程はほとんどカラー写真で
示されている。

　製本はしっかりしている。表紙は堅
ろうである。

　製本はしっかりしている。

備　　　　　考

(発　 行　 年)

（Ｓ60） （Ｈ８）

６　体裁や造本が適

　切であること。

　柔らかい色調で調和がとれている。 　鮮明で見やすい。

　見出しは34ポイント、本文は４号活
字で書かれている。
　説明文は８ポイントで書かれてい
る。

　見出しは１号活字、３号活字で、説
明文は６号活字で書かれている。
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511 507

戸田デザイン
研　 究　 室 小学館

　採　択　基　準 基 本 観 点
１　学習指導要領に
　示す目標に沿い、
　その内容を適切に
　取り上げているこ

　と。

(1)　教科の目標達成
　 に必要な内容

  
(1)　発達段階のめ
　 やす(注1)

(2)　障害の状態、
　 発達段階及び特性
　 などへの配慮

(1)  生活経験や興味

   ・関心への配慮

(2)  主体性や創造性

　 思考力、判断力、

　 表現力等の育成

(1)　系統性・発展性

(2)　全体の分量

(1)　文字、文章、
　 挿絵

(2)　図表、写真等
　 の資料

(1)　色使い、ページ
　　レイアウトなど

(2)　文字の大きさ、
　 字間、行間

(3)　用紙、製本、
　 表紙

　　　　図書コード・書　　名 日本の色彩　22の色
小学館あーとぶっく

①ゴッホの絵本
うずまきぐるぐる

　　　　発　行　者・著　　者 作・絵　とだこうしろう 結城昌子

 1,440円

　日本の伝統の色とその名前を知るこ
とで、色彩の美しさを知り、関心を深
め、表現活動に生かすことができる。

関連教科（国語、生活）

　ゴッホの11枚の絵画の解説を読みな
がら、鑑賞することで、作品のよさや
美しさを感じ取り味わうとともに、
ゴッホの心情や表現の工夫、生き方ま
でを知ることがなる。

関連教科（国語）

２　内容の程度が、

　児童生徒の発達段

　階に適応している

　こと。

Ｃ・Ｄ　段階 Ｃ・Ｄ　段階

　左ページに色の名前とその名前がつ
いた由来が大きき書かれ、右ページは
その色をベースに元になった物が簡潔
な黒線で描かれている。その繰り返し
で構成されていて見通しがもちやす
い。

　絵の中のポイントとなる表現や色彩を、
平易な文章とキーワードとなる『ぐるぐ
る』といった擬態語の繰り返しの表現で説
明しているのでわかりやすく、名画に親し
みをもつことができる。手書き文字を使用
し、キーワードは色を変えて強調されてい
る。

 判型・ページ数・価格
21×18.3cm 47ページ 1,100円 26.5×22cm 32ページ

４  内容の構成・配

　列・分量が、学習

　指導を有効に進め

　る上で適切である

　こと。

　日本の伝統色の名前を知ることで、
日本文化にも、興味をもつことができ
る。
　色を楽しむことで、生活を豊かにす
ることができる。

　美術作品に親しむ態度を養うことが
でき、生活の中で生かしていくことが
できる。
　絵を描く時の表現の工夫にもつなが
る。

　色名は22色で、47ページである。 　11作品の解説30ページと生涯の解説
文２ページで32ページの分量である。

３　内容の選択及び

　扱いが、学習指導

　を進める上で適切

　であること。

　生活の中でよく見る色に美しい名前
があることを知り、身近なものとの結
びつきに気付くことで、色に興味をも
つことができる。

　ゴッホの作品のよさに気付くことで
他の美術作品に関心をもつことがで
き、余暇活動につなげられる。

　言葉から色を想像したり、色から言
葉を考えたりして思考力を養うことが
できる。
　自分で色を作ったり、色名を調べた
りすることにも発展できる。

　絵を見て感じたことを言葉で表現し
たり、人の感じ方を聞いたりすること
ができる。

５　表記・表現が正

　確かつ適切である

　こと。

　小１の漢字が１ページに数個あり、
後は全てひらがなである。

　漢字には全てルビが付けられてい
る。基本は作品１ページに解説１ペー
ジであるが、２作品は見開き両ページ
で大きく掲載されている。

　使用されていない。 　使用されていない。

　用紙は厚手の紙を使用している。
　表紙は２mmの厚紙を使用している。

　用紙は厚手の紙を使用している。
　表紙は３mmの厚紙を使用している。

備　　　　　考

(発　 行　 年)

（Ｈ23） （Ｈ５）

６　体裁や造本が適

　切であること。

　多色刷りである。 　多色刷りである。

　文字は色の名前は60ポイント、説明
文は16ポイント活字が使われている。
　行間は５mmである。

　文字は主に20から24ポイント活字が
使われている。
　行間はほぼ７mmである。
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G09 681

福音館書店 ポプラ社

　採　択　基　準 基 本 観 点
１　学習指導要領に
　示す目標に沿い、
　その内容を適切に
　取り上げているこ

　と。

(1)　教科の目標達成
　 に必要な内容

  
(1)　発達段階のめ
　 やす(注1)

(2)　障害の状態、
　 発達段階及び特性
　 などへの配慮

(1)  生活経験や興味

   ・関心への配慮

(2)  主体性や創造性

　 思考力、判断力、

　 表現力等の育成

(1)　系統性・発展性

(2)　全体の分量

(1)　文字、文章、
　 挿絵

(2)　図表、写真等
　 の資料

(1)　色使い、ページ
　　レイアウトなど

(2)　文字の大きさ、
　 字間、行間

(3)　用紙、製本、
　 表紙

　　　　図書コード・書　　名
福音館の科学シリーズ

あそびのレシピ

リサイクル工作であそぼう！
手づくりおもちゃ200

1　うごかす

　　　　発　行　者・著　　者
鈴木洋子　作・絵
柴原のりこ　写真

作　岡本眞理
編集　後藤正夫等

2,850円

　石や木、缶など身の周りにあるもの
を題材にして、ものづくりの楽しみを
味わうとともに、完成後は、人形劇や
合奏、ゲームとしてみんなで楽しむこ
とができる。

関連教科（生活）

　身近にある材料や用具などの扱い方
を知り、造形したり、使ってみること
で、関心を高め、表現の能力を養う。

関連教科(理科)

２　内容の程度が、

　児童生徒の発達段

　階に適応している

　こと。

Ｃ・Ｄ　段階 Ｃ・(Ｄ)　段階

　完成品が明示されていること、ま
た、全制作工程が説明文とイラストで
表現されていることが視覚的に分かり
やすく、見通しをもつことができる。

　材料が身近にある様々な素材を使用
していたり、つくったおもちゃが動い
たり、音が出たりするなど、五感に働
きかける工作が記載されている。

 判型・ページ数・価格
26×24cm 72ページ  1,600円 26×21cm  47ページ 

４  内容の構成・配

　列・分量が、学習

　指導を有効に進め

　る上で適切である

　こと。

　27種類の多種多様な題材が取り上げ
られている。各題材には、より発展的
な内容も紹介されている。巻末に道具
や材料についての解説ページもあり、
ものづくりの基礎知識を習得できる。

　おもちゃの仕掛けを組み合わせた
り、装飾や材料をアレンジするなど、
自分なりの工夫を施した工作へとつな
げていける。

　季節を問わず取り組めるものがほと
んどなので、年間を通して、使用でき
る。

　30の工作が紹介されていて、児童生
徒の実態に応じて活用できる適当な分
量になっている。

３　内容の選択及び

　扱いが、学習指導

　を進める上で適切

　であること。

　身近な材料を使って、生活に役立つ
ものや遊んで楽しめるものを作ること
ができるので、身のまわりの事物に対
する関心を喚起できる。

　身近な材料を加工することで、本来
の用途とは違った働きをするので、材
料の形態や用途の変化にもおもしろさ
を感じながら工作ができる。

　基本的な作り方をもとに、自分のオ
リジナリティあふれる作品を作るため
のヒントも書かれており、好奇心が刺
激される。

　おもちゃの作り方が記載されている
とともに、遊び方やおもちゃの特徴も
記載されているので、完成品を想像し
ながら作ることができる。

５　表記・表現が正

　確かつ適切である

　こと。

　漢字にはルビが付けられている。 　おもちゃの作り方や、完成したおも
ちゃの説明、遊び方などがイラストも
使用しながら書かれている。

　完成品が写真で紹介されている。 　おもちゃの写真が掲載されている。

　表紙は２mmの厚紙を使用している。 　表紙は２mm程度の厚紙を使用。

備　　　　　考

(発　 行　 年)

（Ｈ16） 　（Ｈ16）

６　体裁や造本が適

　切であること。

　多色刷りである。 　背景色はすべて白で、文章は黒で書
かれている。おもちゃは写真やイラス
トで掲載されている。

　手順の説明文は９ポイントで書かれ
て
いる。行間は２mmである。

　文字の大きさは11ポイント程度で、
行間はほぼ一定。一部注意書きなどは
小さく細字で書いてある。
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501 N01

マール社 福音館書店

　採　択　基　準 基 本 観 点
１　学習指導要領に
　示す目標に沿い、
　その内容を適切に
　取り上げているこ

　と。

(1)　教科の目標達成
　 に必要な内容

  
(1)　発達段階のめ
　 やす(注1)

(2)　障害の状態、
　 発達段階及び特性
　 などへの配慮

(1)  生活経験や興味

   ・関心への配慮

(2)  主体性や創造性

　 思考力、判断力、

　 表現力等の育成

(1)　系統性・発展性

(2)　全体の分量

(1)　文字、文章、
　 挿絵

(2)　図表、写真等
　 の資料

(1)　色使い、ページ
　　レイアウトなど

(2)　文字の大きさ、
　 字間、行間

(3)　用紙、製本、
　 表紙

　　　　図書コード・書　　名 はじめての絵手紙教室
Ｄｏ！　図鑑シリーズ

工作図鑑

　　　　発　行　者・著　　者 花城祐子 木内　勝

 1,600円

　心に響く絵や言葉で自分の思いを表
現し、創作することの楽しさを知るこ
とにより、絵手紙の効果を学ぶことが
できる。

関連教科（生活、国語）

　身近にあるさまざまな素材を使っ
て、作って遊ぶことの楽しさや、工夫
したり創造することのおもしろさを感
じることができる。

関連教科（生活、理科、職業・家庭）

２　内容の程度が、

　児童生徒の発達段

　階に適応している

　こと。

（Ｃ）・Ｄ　段階 Ｄ　段階

　絵と文字の組み合わせ、筆の使い方
等が写真で示されており、見通しを
持って制作をさせることができる。

　本を見て理解するだけではなく、実
際に手を動かして制作する中で、工夫
したり創造を広げていくことが大切で
ある。

 判型・ページ数・価格
25.6×18.5cm 79ページ 980円 19×13cm  384ページ

４  内容の構成・配

　列・分量が、学習

　指導を有効に進め

　る上で適切である

　こと。

　作った作品を送って交流する等、生
活の中に生かすことができる。
　また、他の絵画制作に発展できる。

　使う道具ごとに編集されているの
で、系統だてて使用しやすい。
　障害や発達の状況を考慮して、題材
を配列することもできる。

　年間を通して使用できる。 　題材が多いので、年間を通して題材
を選択しながら使用できる。

３　内容の選択及び

　扱いが、学習指導

　を進める上で適切

　であること。

　身近な題材を絵に表し、さらに手紙
文をつける組み合わせに興味関心を持
たせることができる。

　はさみ・カッターナイフ等の身近な
道具から、のこぎり・金づちやペンチ
等の工具までを使う経験ができ、技能
を段階的に習得できる。

　完成作品や制作手順が写真と文で示
されており、自分も制作してみようと
いう意欲を持たせることができる。

　制作て順を本文から見て取り、理解
して実際に制作するまで体験できる。
　難しいことがあっても努力して制作
しようという気持ちが育つ。

５　表記・表現が正

　確かつ適切である

　こと。

　文章は簡潔に書かれている。
　漢字にはふりがながうたれていない
ので指導が必要である。

　具体的な図解は中心であり、図解と
対応して漢字かな交じり文での説明が
ついている。
　漢字にはふりがながついている。

　カラー写真で作品や制作過程が示さ
れている。

　使用されていない。

　製本はしっかりしている。 　用紙は厚手の紙を使用している。製
本はやや弱い。

備　　　　　考

(発　 行　 年)

（Ｈ10） （Ｈ８）

６　体裁や造本が適

　切であること。

　すべてカラー写真で、鮮明である。 　２色刷りであるが、単純で分かりや
すい。

　題字は２号活字、本文は５号活字が
使用されている。

　活字は８ポイント以下が多くかなり
小さい。
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511 514

小学館
視覚デザイン
研 　究　 所

　採　択　基　準 基 本 観 点
１　学習指導要領に
　示す目標に沿い、
　その内容を適切に
　取り上げているこ

　と。

(1)　教科の目標達成
　 に必要な内容

  
(1)　発達段階のめ
　 やす(注1)

(2)　障害の状態、
　 発達段階及び特性
　 などへの配慮

(1)  生活経験や興味

   ・関心への配慮

(2)  主体性や創造性

　 思考力、判断力、

　 表現力等の育成

(1)　系統性・発展性

(2)　全体の分量

(1)　文字、文章、
　 挿絵

(2)　図表、写真等
　 の資料

(1)　色使い、ページ
　　レイアウトなど

(2)　文字の大きさ、
　 字間、行間

(3)　用紙、製本、
　 表紙

　　　　図書コード・書　　名
小学館あーとぶっく
ひらめき美術館１

みみずくビギナーシリーズ
鉛筆画初級レッスン

　　　　発　行　者・著　　者 結城昌子
内田広由紀　作
早坂優子　編集

 1,800円

　世界の有名な美術作品を絵本を読む
ように楽しく鑑賞することを通して絵
画への興味・関心を育むことができ
る。

関連教科（社会）

　技法や作例が絵や写真によって示さ
れ、鉛筆デッサンの技法についてわか
りやすく学ぶことができ、表現の幅を
広げることができる。

２　内容の程度が、

　児童生徒の発達段

　階に適応している

　こと。

Ｄ　段階 Ｄ　段階

　本を見せながら作品を持っている美
しさをわかりやすい言葉で説明するこ
とが必要である。

　鉛筆や紙の種類から細かく説明され
ており、また描く過程や考え方を図で
示す部分もあり、わかりやすく解説さ
れている。

 判型・ページ数・価格
21.6×21.6cm  32ページ  1,750円 25.5×18cm  142ページ

４  内容の構成・配

　列・分量が、学習

　指導を有効に進め

　る上で適切である

　こと。

　鑑賞から創作活動に発展させること
ができる。

　本を見てから、又は本を見ながら、
実際の鉛筆画につなげることができ
る。

　鑑賞の導入等に合わせて繰り返し使
用できる。

　鉛筆画の基本から、様々な種類のモ
チーフの描き方について説明されてい
る。

３　内容の選択及び

　扱いが、学習指導

　を進める上で適切

　であること。

　有名な作品を取り上げており、これ
までも絵を見た経験等から興味・関心
を高めることができる。

　イラスト・絵画制作の基礎として、
デッサンを知ることができる。

　感想を発表し合う学習等から思考力
を養うことができる。

　鉛筆の使い方や、質感の描き分けな
ど、鉛筆画の基本を知ることで、さら
に描いてみたいという気持ちになりや
すい。

５　表記・表現が正

　確かつ適切である

　こと。

　漢字には全てふり仮名がうってあ
る。

　鉛筆画の手本がメインで描かれ、そ
れについての説明文が書かれている。
漢字にルビはない。

　作品の写真は１ページ全部を使って
掲載されており、鑑賞しやすい。

　使用されていない。

　製本はしっかりしている。表紙は厚
紙を使用し、堅ろうである。

　表紙は１mm程度の厚紙を使用してお
り、柔らかい。

備　　　　　考

(発　 行　 年)

（Ｈ８） （Ｈ10）

６　体裁や造本が適

　切であること。

　鮮明である。 　白黒印刷である。鉛筆画の過程や、
形の取り方の説明などが、大きく描か
れている。

　見出しは35ポイント、本文は４号活
字で書かれている。
　説明文は７号活字で書かれている。

　主な文章が12ポイント程度の文字で
書かれている。行間３mmである。
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515

視覚デザイン
研 　究　 所

　採　択　基　準 基 本 観 点
１　学習指導要領に
　示す目標に沿い、
　その内容を適切に
　取り上げているこ

　と。

(1)　教科の目標達成
　 に必要な内容

  
(1)　発達段階のめ
　 やす(注1)

(2)　障害の状態、
　 発達段階及び特性
　 などへの配慮

(1)  生活経験や興味

   ・関心への配慮

(2)  主体性や創造性

　 思考力、判断力、

　 表現力等の育成

(1)　系統性・発展性

(2)　全体の分量

(1)　文字、文章、
　 挿絵

(2)　図表、写真等
　 の資料

(1)　色使い、ページ
　　レイアウトなど

(2)　文字の大きさ、
　 字間、行間

(3)　用紙、製本、
　 表紙

　　　　図書コード・書　　名
みみずくビギナーシリーズ

色えんぴつな気分

　　　　発　行　者・著　　者 早坂優子　作

　技法や作例が絵や写真によって示さ
れ、色鉛筆画の技法についてわかりや
すく学ぶことができ、表現の幅を広げ
ることができる。

２　内容の程度が、

　児童生徒の発達段

　階に適応している

　こと。

Ｄ　段階

　色鉛筆のメーカーや技法についての
説明があり、また描く過程が載ってお
り、描き方がわかりやすく解説されて
いる。

 判型・ページ数・価格
20×21cm  93ページ 1,400円

４  内容の構成・配

　列・分量が、学習

　指導を有効に進め

　る上で適切である

　こと。

　本を見てから、又は本を見ながら、
実際の鉛筆画につなげることができ
る。

　色鉛筆画の基本から、様々な技法や
モチーフの描き方について説明されて
いる。

３　内容の選択及び

　扱いが、学習指導

　を進める上で適切

　であること。

　イラスト・絵画制作の基礎として、
鉛筆画を知ることができる。カラフル
なページが興味を引く。

　優しく鮮やかな色で印刷されてお
り、また色鉛筆という手軽な画材を使
用しているため、自ら描いてみたいと
いう気持ちになりやすい。

５　表記・表現が正

　確かつ適切である

　こと。

　色鉛筆イラストの手本がメインで描
かれ、それについての説明文が書かれ
ている。漢字にルビはない。

　描いているところの写真が使用されてい
るページがある。

　表紙は１mm程度の厚紙を使用してお
り、柔らかい。

備　　　　　考

(発　 行　 年)

（Ｈ10）

６　体裁や造本が適

　切であること。

　多色刷りである。イラストを描く過
程や、手本などが、大きく描かれてい
る。

　主な文章が12ポイント程度の文字で
書かれている。行間４mmである。
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